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平成7年（1995年）
「本の好きな子に育ってほしい」という気持ちで始
めた「読み聞かせ」を23年にわたり延べ５千人以
上の町内の児童・生徒に対して読書推進活動を行っ
てきた。現在は、高齢者や中・高校生といった幅広
い世代、町外における活動など活動範囲を広げ、多
くの方々へ本の魅力と読書の楽しみを伝えています。
８名
文部科学大臣表彰受賞（平成30年）
このほか、講談社、日本生命、伊藤忠財団からも表
彰受賞
①乳幼児・児童・中・高校生を対象とした出前読み
　聞かせ
②介護施設への読み聞かせや大人向けの朗読会
③公民館での定期的な読み聞かせなど
代表　日下和子　（℡ 0242-85-2150）

「ばんげ読み聞かせの会」の紹介
設立年
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第２回
（６月）
定例会

　
６
月
７
日
か
ら
６
月
15
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
２
件
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
及
び
人
権
擁
護
委
員
の
人
事
案
件
３
件
、
条
例
の
廃
止
及
び
改
正
２
件
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
補
正
予
算
及
び
各
特
別

会
計
補
正
予
算
７
件
、
合
計
14
件
の
議
案
が
町
長
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
６
月
７
日
に
、
そ
れ
以
外
の

町
長
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
６
月
15
日
に
採
決
し
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
日
と
12
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
８
名
の
議
員
が
登
壇
し
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
13
日
に
は
各
常

任
委
員
会
を
開
き
提
出
議
案
、
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
中
、
請
願
３
件
が
付
託
さ
れ
採
択
と
な

り
、
関
係
省
庁
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
下
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国民健康保険税率が大幅減額
税額全体で前年度比１３．０１%減

提
案
理
由

　

平
成
30
年
度
よ
り
県
広

域
化
に
伴
い
、
４
月
か
ら

県
が
財
政
運
営
の
主
体
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
提

示
の
税
率
を
参
考
と
し
、

３
方
式
に
よ
り
算
定
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
被
保
険
者
の
所
得

が
確
定
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
算
定
し
た
結
果
、
適

正
か
つ
安
定
的
な
国
民
健

康
保
険
の
事
業
運
営
が
で

き
る
よ
う
に
、
税
率
等
を

見
直
し
た
と
こ
ろ
、
医
療
、

支
援
、
介
護
の
課
税
分
に

お
け
る
負
担
割
合
の
改
正

を
行
い
、
全
体
と
し
て
の

税
率
を
、
前
年
度
か
ら
大

幅
に
下
げ
た
税
率
と
す
る

内
容
と
な
り
ま
し
た
。

◆�

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

　

��（
議
案
第
41
号
）

　

林
出
豊
信
氏
（
新
任
）

（
八
日
沢　

61
歳
）
の
選

任
に
同
意
し
ま
し
た
。
任

期
は
平
成
30
年
７
月
よ
り

３
年
間
で
す
。

�

賛
成
全
員
で
同
意

◆�

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

（
議
案
第
42
号
）

　

江
川
玲
子
氏
（
再
任
）

（
水
島　

61
歳
）
の
推
薦

に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
30
年
10
月
よ
り
３

年
間
で
す
。

�

賛
成
全
員
で
同
意

国民健康保険税率（前年度比較表）

※�平成29年度所得に対して、平成29年度と平成30年度の税率をそれぞれの
計算した合計額

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　 平成２９年度 平成３０年度 （増減率）

医療分

所得割 7.98％ 6.84％ ▲14％

均等割 25,800円 24,300円 ▲6％

平等割 22,800円 19,100円 ▲16％

支援分

所得割 3.15％ 2.52％ ▲20％

均等割 9,900円 8,800円 ▲11％

平等割 9,500円 6,900円 ▲27％

介護分

所得割 3.14％ 2.34％ ▲25％

均等割 12,900円 11,100円 ▲14％

平等割 7,600円 5,100円 ▲33％

　 平成２９年度 平成３０年度 （増減率）

国民健康保険税
（算定調査）

435,479千円 378,812千円 ▲13.01％

◆�

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

（
議
案
第
43
号
）

　

大
島
悦
子
氏
（
新
任
）

（
大
上　

64
歳
）
の
推
薦

に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
30
年
10
月
よ
り
３

年
間
で
す
。

�

賛
成
全
員
で
同
意

人

事

案

件
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提
案
理
由

　

築
50
年
が
経
過
し
た
建

物
で
、
近
年
、
急
激
に
老

朽
化
が
目
立
っ
て
き
ま
し

た
。

　

今
年
に
入
り
体
育
場
床

の
凍
結
で
転
倒
事
案
が
発

生
し
、
状
況
が
改
善
で
き

な
い
た
め
、
使
用
中
止
と

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
の
建
築
物
の

定
期
検
査
報
告
で
は
、
す

べ
て
の
調
査
項
目
に
是
正

が
必
要
と
さ
れ
、
平
成
28

年
度
に
は
外
壁
の
鉄
枠
部

分
が
落
下
し
、
緊
急
措
置

と
し
て
、
鉄
枠
部
分
の
撤

去
を
行
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
、
外
壁

モ
ル
タ
ル
塊
の
落
下
の
危

険
性
は
残
る
た
め
、
通
学

路
脇
で
も
あ
り
、
建
物
の

耐
用
年
数
も
考
慮
し
て
、

体
育
館
と
し
て
の
用
途
廃

止
と
建
物
を
除
却
す
る
こ

と
に
到
り
ま
し
た
。

提
案
理
由

　

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
、

１
億
２
，９
８
０
万
５
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
歳

入
で
は
、
県
補
助
金
の
経

営
体
育
成
支
援
事
業
補
助

金
、
消
費
者
風
評
対
策
市

町
村
支
援
事
業
交
付
金
、

町
民
体
育
館
の
除
却
及
び

跡
地
整
備
に
係
る
、
過
疎

対
策
事
業
債
の
増
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
人
事
異
動

に
伴
う
人
件
費
の
増
減
、

老
朽
化
し
た
町
民
体
育
館

を
除
却
す
る
工
事
費
及
び
、

そ
の
跡
地
を
坂
下
南
幼
稚

園
の
通
園
バ
ス
の
乗
降
場

と
し
て
整
備
す
る
工
事
費
、

ま
た
、
前
年
度
の
除
雪
経

費
の
増
大
に
伴
い
追
加
交

付
さ
れ
た
臨
時
道
路
除
雪

事
業
費
補
助
金
等
を
繰
り

越
し
、
全
額
財
政
調
整
基

金
へ
積
み
立
て
る
も
の
な

ど
が
、
主
な
も
の
で
す
。

会
津
坂
下
町
民
体
育
館
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

１１月から会津坂下町民体育館の撤去
体育館跡地は幼稚園バスの乗降場に

主
な
質
疑

質
問
①　

　

校
庭
を
拡
張
す
る
良
い

機
会
で
は
な
い
の
か
。

答
弁
①　

　

体
育
館
立
地
は
、
学
校

用
地
で
あ
り
、
南
北
に
１

０
０
ｍ
ラ
イ
ン
を
取
れ
る

可
能
性
に
つ
い
て
、
学
校

側
と
協
議
・
計
測
し
た
が
、

築
山
や
道
路
と
の
境
界
が

近
い
こ
と
等
を
考
慮
す
る

と
安
全
に
運
用
で
き
な
い

た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
保

護
者
か
ら
強
い
要
望
を
受

け
て
い
る
駐
車
場
を
確
保

し
、
さ
ら
に
、
道
路
脇
に

お
い
て
園
児
が
乗
降
し
て

い
る
現
状
を
考
慮
し
て
、

幼
稚
園
バ
ス
の
安
全
な
乗

降
場
を
設
置
す
る
こ
と
を

優
先
し
た
。

質
問
②�

　

乗
降
場
に
は
、
雨
風
が

防
げ
る
よ
う
な
建
屋
は
設

置
さ
れ
る
の
か
。

答
弁
②�

　

徐
雪
を
考
慮
し
て
、
設

置
し
な
い
。

質
問
③　

　

体
育
館
撤
去
・
駐
車
場

整
備
合
わ
せ
て
約
７
千
５

百
万
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
11
月
か
ら
の
解
体
の

行
程
期
間
は
ど
の
く
ら
い

で
、
駐
車
場
整
備
は
年
度

内
に
完
了
で
き
る
の
か
。

答
弁
③　

　

体
育
館
解
体
の
工
期
は
、

約
３
ヵ
月
と
見
込
ま
れ
る
。

重
機
が
入
る
危
険
性
を
考

慮
し
、
夏
休
み
期
間
の
工

事
を
検
討
し
た
が
期
間
内

に
完
了
で
き
な
い
た
め
、

学
校
の
授
業
に
お
け
る
校

庭
の
利
用
期
間
が
終
了
し

た
11
月
か
ら
３
ヵ
月
で
解

体
を
実
施
す
る
。

　

解
体
後
、
降
雪
期
で
は

あ
る
が
、
駐
車
場
整
備
を

年
度
内
完
了
に
向
け
て
実

施
す
る
。

質
問
④　

　

工
事
期
間
中
の
子
ど
も

た
ち
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
、
伺
う
。

答
弁
④　

　

取
り
壊
し
期
間
中
は
、

町
民
体
育
館
脇
の
町
道
を

通
行
止
め
に
し
て
、
封
鎖

す
る
。

　

そ
の
た
め
、
町
民
駐
車

場
の
出
入
り
口
が
南
幹
線

か
ら
の
一
カ
所
と
な
る
こ

と
か
ら
、
通
学
通
園
に
支

障
が
で
な
い
よ
う
に
、
町

民
駐
車
場
内
か
ら
出
入
り

で
き
な
い
か
方
策
を
検
討

し
、
学
校
側
と
協
議
し
な

が
ら
、
安
全
対
策
を
し
て

い
き
た
い
。

撤去される会津坂下町民体育館
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専
決
処
分

○�

平
成
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）

○�

会
津
坂
下
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
改
正

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例

条
例
廃
止

○�

会
津
坂
下
町
民
体
育
館

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

30
年
度
補
正
予
算

○�

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○�

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
（
第
１
号
）

○�

介
護
保
険
特
別
会
計

（
第
１
号
）

○�

下
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

○�

坂
下
東
第
一
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
（
第
１
号
）

○�

農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
（
第
１
号
）

○�

水
道
事
業
会
計
（
第
１

号
）

審
議
し
た

そ
の
他
の
議
案

件　　　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16
物
江　
政
博

赤
城　
大
地　

横
山　
智
代

渡
部　
正
司

小
畑　
博
司

佐
藤　
宗
太

山
口　
　
享

三
橋　
　
薫

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
正
康

渡
部　
順
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　
孝
一

酒
井　
育
子

猪
俣　
恒
雄

古
川　
庄
平

モニタリングポスト（リアルタイム線量
測定システム）撤去計画の中止を求める
意見書の提出について

○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ × 議
長

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。○：賛成　×：反対　欠：欠席　議長は採決に加わりません

審議案件に対する賛否の状況（賛否が分かれた議案）

請願
番号

受理年月日 件　　名 請願者住所氏名 紹介議員
付託
委員会

審査
結果

第２号
平成３０年

５月３１日

福島県最低賃金の引き上

げと早期発効を求める意見

書提出の請願について

福島県河沼郡会津坂下町字市

中三番甲3662

日本労働組合総連合会福島県

連合会

両沼地区連合会

議長

古川　一夫

渡部　正司

五十嵐一夫

産業建設 採択

第３号
平成３０年

５月３１日

モニタリングポスト （リアル

タイム線量測定システム）

撤去計画の中止を求める

請願について

福島県河沼郡会津坂下町大字

大沖字上野1170－1

会津の大地と健康を守る会

代表

千葉　親子

小畑　博司

横山　智代

文教厚生 採択

第４号
平成３０年

５月３１日

「国の 『被災児童生徒就

学支援等事業』 の継続と、

被災児童生徒の十分な就

学支援を求める意見書」

の提出を求める請願書

福島県福島市上浜町10-38

福島県教職員組合

中央執行委員長

角田　政志

福島県河沼郡会津坂下町字惣

六2-4

福島県教職員組合両沼支部

支部長

佐藤　方信

横山　智代

小畑　博司

文教厚生 採択

請 願 の 審 査 に つ い て
　本定例会では、下記のとおり請願３件が提出され、産業建設・文教厚生常任委員会へ付託し
審議した結果、３件が採択され、国会及び関係行政庁へ意見書を提出しました。
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第
一
回
臨
時
会

　
４
月
４
日
に
開
催
さ
れ
、

地
方
公
務
員
法
及
び
独
立

行
政
法
人
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
１
件
を
審
議
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
議
会
に
お

け
る
各
常
任
委
員
会
・
特

別
委
員
会
の
構
成
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

◆�

地
方
公
務
員
法
及
び
独

立
行
政
法
人
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
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す
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例

（
議
案
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号
）

�

賛
成
全
員
で
可
決

　福島県自治功労者として20年以上町村議会議員に在職し功労のあった、酒井
育子議員と水野孝一議員が表彰されました。第2回定例会開会前（6/7）議場
にて、古川議長より表彰状が伝達されました。

福
島
県
自
治
功
労
者
表
彰
受
賞

酒井育子議員水野孝一議員

議会の
動　き 議長より各特別委員会へ諮問書が手わたされました

新庁舎建設調査特別委員会 行財政改革検討特別委員会 議会改革特別委員会
諮 問 内 容

①町民サービス
②庁舎の施設
③複合施設、広域連携

諮 問 内 容

①�町財政健全化に向けた
取り組み
②�経費削減の優良事例の
導入・検討

諮 問 内 容

①議会組織のあり方
②議員報酬
③議会基本条例の検証
④議会先例集の見直し


